
令和７年度若狭地区近隣施設連携事業・福井県「体験の風をおこそう」運動推進事業 

「わくわく体験塾」～若狭の自然と歴史にふれよう！～ 

令和７年９月 13日（土）～15日（月・祝） 

 

◆目的 

・若狭地域の歴史・文化にふれ、すばらしさに気づく。 

・大自然での体験を通して、自然の偉大さを学ぶ。 

・仲間との交流を通して、友情を育み、多くの思い出を作る。 

 

◆参加実績 

参加 24名 （応募総数 38名） 

 

②年齢別  

小学４年生   ９名 

小学５年生   ５名 

小学６年生   ６名 

中学１年生   ２名 

中学２年生   ２名 

 

 

 

 

 

◆プログラム＜２泊３日＞ 

【１日目】 

・若狭歴史博物館   ・・絵巻ワークショップ、見学 

・若狭湾青少年自然の家・・シーカヤック、ナイトハイク 

宿泊 

【２日目】 

・海浜自然センター  ・・プランクトン観察、見学 

・里山海湖研究所   ・・三方湖畔野鳥観察 

・縄文博物館     ・・見学、勾玉づくり体験 

・三方青年の家    ・・キャンプファイヤー 

宿泊 

【３日目】 

・年縞博物館     ・・シアター鑑賞、見学 

・園芸 LABOの丘    ・・トマトの収穫、ピザづくり体験 

 

◆成果 

参加者アンケートでは、 

• 「土器のことや舟のことなど、昔の人のくらしがわ

かった」 

• 「若狭の自然と歴史をたくさん知ることができた」 

• 「いろいろな体験ができて良かった」 

• 「シーカヤックや勾玉づくりができて良かった」 

• 「すべて楽しかったけれど、特にピザづくりが楽し

かった」 

• 「初めて会った人とも仲良くできた」 

① 地域別 

福井県外 京都府  ２名 

大阪府  １名 

富山県  １名 

福井県内 敦賀市  10名 

高浜町  ４名 

美浜町  ２名 

鯖江市  １名 

おおい町 １名 

小浜市  １名 

若狭町  １名 

＜   若狭湾青少年自然の家で集合写真    

＞ 

＜    絵巻ワークショップ    ＞ 

＜    シーカヤック    ＞ 

＜  プランクトン観察  ＞ 



• 「お風呂とお泊まりが楽しかった」 

• 「仲間と絆を深め、協力できてとても良かった」 

• 「新しい友達ができて楽しかった」 

• 「ボランティアの方がとても親切で話しやすかった」 

• 「スタッフの方も丁寧で、いろいろなことを教えてくれ

た」 

• 「ピザづくりのやり方がわからなかったとき、スタッフ

の方がやさしく教えてくれた」 

• 「8つの施設にもう一度行ってみたい」 

など、8つの施設での活動に対する高い満足度がうかがえる回答

が多くみられた。これらの結果から、若狭の歴史や文化に触れ、

その素晴らしさに気づくとともに、仲間との交流を通じて友情を

育むという本事業のねらいが、十分に達成されたことが分かる。 

 各施設の担当者からは、以下のような前向きな感想が寄せら

れ、担当者の満足度が向上している様子がうかがえた。「昨年度

から改善されたプログラムもうまくできていた」「例年以上に、

各施設の職員が他施設の活動を支援したり、参観したりすること

ができていた」「ボランティアが率先して行動しており、スムー

ズな運営ができていた」「参加者の多くが 4年生で当初は心配し

ていたが、どのプログラムも満足して活動できていた」これらの

声から、各施設の特色を活かした取り組みが実現され、協力体制

や運営面でも成果が見られたことが分かる。 

◆事業運営のツボ・工夫・反省 

○ ８施設の担当者が集まり、会議を重ねる中で、各施設の特

色を活かした活動を計画することができた。歴史・文化・

自然について学ぶために、その施設ならではの体験が提供

された。 

○ 自然とのふれあいや、この地域ならではの体験を通じて、

参加者にとって貴重な学びの機会となった。 

○ 昨年まで、天候の影響を受け、プログラム内容の変更があ

った。今年からはその課題に対する改善が図られ、天候に

左右されにくい構成となったことで、より充実した内容の

プログラムが実施可能となった。 

○ 例年より 4年生の割合が多かったが、ボランティアや職員

の支援を増やすことでうまく対応できた。 

○ 事前には、ボランティアと担当職員がオンラインで打ち合

わせを行い、準備を進めた。また、活動終了後には、ボラ

ンティアと職員がその日の振り返りと翌日の活動に向け

た打ち合わせを十分に行うことができた。 

○ ボランティアは、参加者の身の回りの指導や活動補助の役

割をしっかりと果たしてくれた。来年度以降もボランティ

アの協力を得ながら、事業内容のさらなる充実を図ってい

きたい。 

○ 「わくわく体験塾」を通じて、８施設間の連携が深ま

り、今後の通常業務においても協力体制が強化されるこ

とが期待される。この事業の意義は非常に大きいもので

ある。 

＜  勾玉づくり体験  ＞ 

＜  年縞博物館見学  ＞ 

＜  ミニトマトの収穫体験  ＞ 

＜  キャンプファイヤー  ＞ 

＜  野鳥観察  ＞ 


